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高収量・高品質の３１年産麦
生産に向けた今後の栽培管理
高収量・高品質な３１年産麦生産のためには、基本的な作業の徹底が不可欠です！
圃場の状態をこまめにチェックしながら、適時・適切な作業を励行しましょう。

《排水対策》
・地下水位が40～50cm以下で、団地化することが望ましい。
・暗渠や圃場内明渠、額縁明渠などの排水溝の設置、排水溝と
排水口をつないで圃場外へ確実に排水させることが重要。

・プラソイラ等による心土破砕を実施。
・排水溝設置や心土破砕でも十分な排水性が確保できない場合
は、畝立て同時播種栽培を組み合わせる。

《土づくり》
・堆肥・緑肥等の有機質資材を投入し、地力の維持・向上と土壌の通気性・透
水性を確保。

・苦土石灰等を施用して、土壌酸度をpH6.0～6.5に矯正。
・初期生育を確保するため、基肥（窒素、リン酸、カリウム）を施用。

《耕起・整地》
・プラウやロータリーを使用して耕起。
・耕起深度は15cm、砕土率は７割を目安に耕起し、均平に整地。
・土壌水分が高い時に耕起を行うと砕土率が低下するので、圃場が乾いた状態
で耕起を行うこと。

東 北 麦 通 信

② 播種（播種準備、播種）② 播種（播種準備、播種）

《播種準備》
・種子は、毎年更新する。
・種子伝染するなまぐさ黒穂病、条斑病などを予防するため、必ず種子消毒を
実施。

《播種》
・地域条件・品種特性に応じて、適期に適量を適正な深さに播種。
・播種期の降雨などでやむを得ず播種が遅れた場合は、播種量を増やし、苗立
数の確保を図る。



作成 ： 東北農政局生産部生産振興課 電話 ０２２－２６３－１１１１（内線４１１２）

秋の農作業安全確認運動実施中
（９月１日から１０月３１日）

http://www.maff.go.jp/j/seisan/sien/sizai/s_kikaika/anzen/2018_fall.html

《東北産麦の需給について》

国産小麦の需要は年々上昇しており、製粉会社等から需要に即した生産を望む声が上
がっています。東北地方においても例外ではなく、学校給食のパンにおいて県産小麦の
需要は高まっています。しかしながら、東北地方における小麦生産量は、高まっている
需要に対して低水準であり、逆ミスマッチを生み出しています。

資料：東北農政局生産振興課作成（各県民間流通麦地方連絡協議会資料より）
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新品種の紹介（夏黄金、はねうまもち）新品種の紹介（夏黄金、はねうまもち）

農林水産省では、「新品種・新技術の開発・保護・普及の方針」（平成25年
12月11日攻めの農林水産業推進本部決定）に基づき導入が期待される品種・
技術リストを作成し、有用な品種・技術を紹介しています。
今回、「最新農業技術・品種２０１８」として、小麦新品種「夏黄金」、大

麦新品種「はねうまもち」が選定されましたので紹介します。
詳細は農林水産省ＨＰをご覧ください。
→http://www.maff.go.jp/j/kanbo/kihyo03/gityo/new_tech_cultivar/2018.html

【はねうまもちの紹介】【夏黄金の紹介】


